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落鈍感皮紋験機は爆薬の研緊感度測定機として広く

各国で用いられ,我国でも正式にJISに採用されてい

る｡1)試故法は試料0･05-0.1gを2枚の規定厚の錫箔,

径約 20mm及び径約 10mm の2枚で包み, これを

ショアーの硬さ650以上の銅柱 (径,高さ共に )2.7

mm)でアンビル上に挟み,盃量5kgの落軸をこの上

に落下させるもので,一定の高さから連続 10回打撃

して,)0回共爆発しない場合の最高の高さを不爆点と

称し,これで爆薬の衝撃感度を来示するものである｡

連続 10回打撃して 10回とも爆発する最低の落高を

尭糠点というが,通常この完燥点と不煙点とは大きな

迩いがあり,克燦点が不煙点の2倍以上になるのもめ

づらしいことでは叫 ､｡爆発串も,この間T･迎椀的に

変化するので,10回程度の打撃で不鰻点を精度よく,

且つ再現性よく測定することは本質的に国定である｡

また就料の包みカ,その他粒々の粟国の為測定の再現

性が必ずしもよくなく,為にJISでもビタリン故を標

準薬とし,その標準不爆点を13cmと定め,測定時に

は必ずビクジン故の不燥点 Pを棚 薬の不爆点と

同一条件下で卸定し,試料の実朝不燥点に 13/Pを

乗じてその試料の標準不轍点を夢出するよう規定して

ある｡

当所に於いても,昭和28年に設置されて以来妖致検

定に使用されて来たが,本機El身の耽験特産,及び再

現性の向上の為努力して来ており之)現在では一応倍額

出来る解放機として活用されている｡

しかし庇達の報告によれffS),薬免をJISの範囲を

こえて0.01gの小丑から0.075g奄皮迄変えて落槌感

度を約定すると,小薬畳ではT波に感度が低くなる｡

即ち不爆点が高くなる頗向をもち,T.N.T.では薬最

25mg附近で感庶政大となり,これより小鬼或は大魚

の薬では感度が低くなることが報告されている｡

著者執ま初め木枕細 の橡披的,力学的な特性につ

いて調べる目的で以下の研究を初めたのであるが,秦

就験磯で衝襲したときの耽料爆薬の燥罪過掛こついて

もいくつかの事英が明らかにされた｡この結果は爆薬
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の起爆という大きな主塔の上からも,狭くはこのよう

な織 機の改良という点からも意味があるものと思わ

れるので,現在までの結果をまとめて報告する｡

1. 準 備

まづ以下の湘定を行う約に,落槌の落下を規正する

ガイドレールの垂直皮を調整した｡ガイドレールの苅

下に水銀を漬した容器を放き,レールの上方から,レ

ールと水銀両によるその換とが-直掛こ見えるように

して,レールを鉛直に固定した｡

再論測定用尺度をlmm 目盛在にカセトメーターで

読み,全長にわたって ±0.01mm以上の娯藍のない

ことを抽めた｡この程度の椅度なら以後の落高位の尺

度自身による執差は無視してよい｡

2. 落槌の落下時間

帯槌はガイドレールに沿って汚下するが,この為の

抵抗共他の原因で理冶借より遅い常連で落下するl)｡

従って落速は本銑敦機の動作が正常か否かをしらべる

上のlつの目安となるものであるが,その汎定を精度

よく行うには相当困難であるので,これに代って落槌

の落下時間を湘定して理由伍と比欲した｡

玉食 5kgの落槌は鋼桂から所定の高さに直流屯碇

石でつりさげられ.電投石の電光を切るとガイドレー

)Jに沿って落下する｡この請高はガイドレールに固定

した尺度 (1mm目盛)と薄槌に取付けられた頼針によ

り測定される｡従って上下2回の目盛合せで最大 0.2

mm程度の駅糞はまぬかれない｡

時間の耐定には HewlettPacknEd社製の 524型

ElectronicCounterに 526BTimelntervalPJug･in

Unitを取付けたものを用いた｡この装伍の筑豊は

士0.2ysecであり無祝してよいが,現象からの start

及び stopの圃パルスの取出し方で測定の精度が左右

される｡ここで娃領礎石鉄心と箱樋とを Switehの両

極として用い,これに偲光を通じておき,落礎の蒋下

による同者の馳脱により,髄流が切れ st&rtpulseを
生ずる｡又舶 頭部に Fig.1の如くセtZテープを破

り,その上に潅ぎく形の錫箔を2枚張りつけ,その間

隙を約 1mm軽度にしたものを用意しておく,諸税が

この上を打つと2枚が短絡される｡このような oq及
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ぴ oJlの丙 Switch作用で夫 約々 12ボルトの正及び

負の丙パルスを得て,counterを動作させる｡このよ

うにして各港高に対する落槌の落下時岡を各々30-50

回卸定した｡その平均伍了を Tablelの第2列に示

す｡弟4列にはこの盲と理絵計昇依tcalsとの糞を示

してある｡Lcalsの計葬に用いる地球の盃力の加速度

の依払 国土地理院の部定した当所の所在地平塚市内 Fig･IDeviceforgeneratingastoppulse

T8ble1 DropDtlrationoEHAEnmer軒訂 l忘 年 Du㌫ lshndT&isDevh7io十 二 Lcds l恵

×1云IcaJs:Calculatedd
ropduratil)A♯: Itlthiscase,gtlidenilissuppliedwithexcessturt

血eoilの2地点での任 S)から当所の位地につ

いて内挿した伍979.7688伊1を採用した｡Table

の上6行はガイドレーJt,と嘗槌の滑劫部から余分の

潤滑油を乾布で拭きとった掛合であり,次の♯印を附

した)行は,特turbineoilをたっぷり施した場合である｡

この2群を比故すると,前者の方が落下時問が短かく,

余分の油は潤滑剤よりもむしろ落下堆杭となることが判る｡又椋野偏

重も大きくなっていて,薄速のバラツキも大きい｡即ち

油も多すぎるとかえって逆効果である｡Tzlble

lを見ると,薄高が増すと理路俵との塁が増加するが

,これの理絵虻に対する育分率は皮右列に示す如く,薄荷と共に減少する｡即ち理静位との

差は落速のおそい落下の初期で大きいことが判る｡落

高の耽みの供差を+0.2mm とした歩合,これによるL

caJsの増加は 50mm薄荷で約 0.3%,500mm 落高

で約0.03%であり,測定値の標準偏差のほんの一部を

カバーするのみであり,滞高の読みの洪差は盛大な影響は

ない｡ただ 50mm以下のもつと低い港南ではこの彫管も無視出来ない｡尚髄滋石で吊り下げた落下待期位置の滞槌
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Fig.3 0scillogmmsforblaJlkhit(Sweepspeed;500yseC/Sect

ion)(a) Fallheight;5cm

(b)f allhei ght;20cm

以上のような空打 の場合には最初 の打撃による加速

度の変化は

,非常に短い時Fm楢のパ/t･スであり'この測定系で

は波形として現われない｡従って衝撃時の六の加速度

は求め得ないが,一応 Fig･さのような波形の最大投錨をとって見ると.各港高について Tab]e2

に示すような伍を得る｡加速度は単位 G≡98

0gd を用いて示す｡

T8ble2Fallheightcm ∫Accelcraliontlnit:980gal=G
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これをFig.
4の如く加速度を蒋高の対数に対して

図示すると,
測定点は略々直線上に並ぶ｡
加速度即ち

圧力は箔高hの対数loghに比例す る｡しかしこの

位は打撃時の加速度そのものではないことは上記の通

Dである｡
3.3
不活性拭料の打撃

次に就料として,
不活性な食盤
.項
酸
,ベニ
ガラ,

Yol.24.No.6.19一3

tJ0
…一t!J
a
P
3

U
V

ー

-FallHeight

Fi g.4
Accelerationagainst log-height

rdation

蒋片状にけづりとった固形パラフィン等を取り上げ,
これらを夫々60mg,
90mg,
120Jng辞放し所定の方

式で錫掛こ包み込んだものを,
帯芯25'cmで打撃し

て得られたオシログラムを示すと,
Fig.
5の如くであ

る｡58 1-5aBはNaClに対するオシT,グラムで,夫
薬々畳の異なる坊合であるが,い
づれの波形もNaCl

に特有な形を持ち,一
見して他の薬掛こよるものと区

別出来 る｡
Fig･
5bの各々はNaCI以外の薬称こ対

するオシログラムである｡
Fig.
5Cのオシログラムは

錫箔の外包のみで中に薬を入れなかった場合に得られ

るもので,この
場合
,
上ぶたとして入れる錫箔(径ID

mm)を1枚だけにしたもの.こ
れを5枚にしたも

のの2



(bl)Pam氏n14 (822) (b2)Bor

icAcid(C)TinLo-denvelop

eonlyFig.5 0scinogramsford

ummysamples(Fallheight:25cm)(iTac;Fsspe
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Il l辛Flg･.̀ TypicalW eLornfordummy

satnplesThesupcrposedhigh lrequency

oscilhti･onmayrefertoErictionAlcompression. 槌の質畳は 5kg銅桂の底面硯Sは 1

.297cm2である｡又諮槌頭部での圧将波の反射

を考えれば,加逮庶は爽際の2倍となっている｡故にき

掛こ加わった叔大圧力P7nはP..=)/2Gnx5kg歪ハ.29

7cmeで求められる｡各沸料に対するL巾,GTn

及びPnの平均他 をTa

ble3に示す｡卦 こ示すように,叔高圧力 Pql

lま喝故を除けば.500気圧前後という祐い任となっ

ていて,弗流が大となるにつれて,Jも に連する迄の時F
mLnは大となっているが,Jも は薬免によって大
盛はない｡堀故は他の餅 と異なり,特異な波形のオシ

t)グラムを与えるが,これは職 が100℃で分解し

て一分子の水を失ってメタ堀敢とな9,140℃ では】引こ水

分を放出し,lRに加熟されて 払03にまでなるた

め,圧韓過程で急汝に水蒸気を放出する為波形は乱れ

,且つこれらが吸熱反応であるので,叔高圧力Zh も大きく出ないも

のと考えられる｡今落槌に加わる加速密は非の庄

輯過程で時刑 Lに比Table3 PAramelersforcompressionprocessfordumm

ysamples(Fallheig

ht;25cm)例して直線的に増加し,これによって

初速 voであった諮槌が時間Tt3枚に停止し,同時

に政大加速度G.1に逮すると俵定すると,薬の

庄穂された厚みLは7- ｡tm一半 (1)で

求められる｡一方帯槌によって非になされた仕堺W-

I:..RiV(帆 Pは圧九 Vは牌 の鯛 )は上紀の

痢畔な仮定の下では,W-÷ pmLm (4vo-G
mLR) (2)S:鋼柱の底市税

となる｡(I),(2)両式を用いて,飲料に

対して,lyを求め同時に諸税の運動エネルギー Eに

対する百分率 W/Ex100% を求めたものを TAbl

C3の下方のYer.21.No.4.1粥3 (828)行に示しておく｡これらの位は睡く柄

叫なモデルを用いて解られたもので.単なる参考班

に過ぎない｡これから

判るように藁丑が増加すると薬が吸収するエネルギーは増加している

｡このことは蝉位薬放当りに受けるエネルギーが薬の虫にあまり関係



Fig17 Typjcaloscdlogram
sforexplosives(misGred)(Sweepspeed:500FJSCC/

Scction)(a)P･ET.N190mg
,Edlheight25cm,Y･axi

s;86.61G/section(b)T.N.T.90mg,fallheight45c
m,Y･a.Ttis;433G/section 打撃したときにも不億の場合には前節の勘合

と同様に各薬租に対して特色ある波形のオシログラム

が得られる｡Fig･7に

示すものはその代衣的波形である｡これらの波形に

ついても Gm,Tnを斬りP.～,W,l町Eを井出するとTa

blC4に示した如くである｡表に見られるように,薬に加えら

れる鹿高圧力 P.aは当魚苗拓の高くなるにつれて大きくなっ

ているが,帯槌の位位エネルギーのうち試料に加わったエ

ネルギーの比率 W/Eはこの程皮の測定精度では蒋掛 こよる

影響は奇癖出来ないが,落高による変化はあまりない

ものと考えてよさそうである｡次に爆薬が爆発す

ると,オシログラムは非常に振鯖の大きな複雑な振動波形となる｡Fig.8はP.E.T.N.

を試料とした毅合のオシt,グラムであって,F)'g.8

aは背高 25cm で不燃であった歩合の波形で,Fig.7に示した P.E

.T.N.の波形と当爪よく似た形をもっている｡他

の 8b,8C,8d,8eはいづれも癖発した場合の波形であり,庄帝過程を示す山の途中から,英銀非常に頼楢の大きく振

動数の高い複雑な在勤波形が現われ,ここで就料が起燃したことがわかる｡

波形の始まりからこの爆発

波形の立上りまでの時間Teをこれら

4つの場合について測ると夫々590F,See,370FJSeC,225psec,210FLSeCである｡特

に 8bは多くの実験中で得られた稀な例であって,圧縮過程を示

すTAble4 ParamctersEoz･compressionprocessEorex

plosives---一一11-▲--■L

----l一一＼--㍗ - こ,aご慧 竺 ______ P.E.

T.N.(90mg)G,乃 G. 】21

2.2 320.5 381.IPm AIM.tTn fLSC

C･W ユoulttT/E)く1000/i 395

591 708375 375 37

51.48 2.82 3.4820.1

23.0 25.8波形の後段になって始めて起爆している｡この波形の

特異性に対応して他の例のように完燈でな

く,この場合には凍薬が相当あった｡

一般に P.E.T･N･は起燥し

た場合,完燥することが多く,渡英を生ずることは稀であった｡(落

高28cm附近)8Eの波形は

P.E.T._Tf.が完燈したときのものであ*判定系の

周波数レスポンスを考えると,爆発波形中のスパイ

ク状 peakの垂-a方向の仇は実際の班より低く

出ているものと考えられる｡18 T.N.T.

(90mg)35cm 45cm 55cm519

.7 585.6 649.6967 1,089 Ⅰ,2

08438 413

4105.2 7.0 8.633.5

3I.9 3L8るが,Fig.8の他の波形と

異なり,オシロスコープの垂直感度を低くした為,圧績過程の波形

ではトリガーされ



(A) Mis丘red,仙Iheight25cmY･aXis:86.6IG/section (d)Perf

ectαplosion,Edlheigh

t35cmY･axjs:217G/secti



Fig.9 0scillogramsforpicricacid

(fired)(Sweepspeed:500pseC/SecLin

)(a) Perfectexplosion(b)
Perfectexplosion(C) Partlyexplod

edるが.りまこれが1ケのみである｡前2者は共に完

燈し,扶桑がない歩合であり.Cでは釣 I/2丑の

疲薬がある半侭の場合の波形である｡この場合爆発音も

小さい｡このように P.A.では一般に戎薬を放し,音も小
さいいわゆる半椿の場合には,そのオシログラムは般

勅の波形が1ケのみであるが,完爆したときのオシt

lグラムは爆発による振助波形が2つ現われている

｡この2つの波形の夫々の立上I)の時刻の問の時間

は 949bで夫々 1.3msec,2.3mscc

である｡このようにこの低は個々の場合で一定してい

ない｡Tetrylの爆発波形は Fig.10に

示すように,P･A.のそれのような克煤,半煤

によるきわだった変化を示さない｡しかし他の爆

薬の場合と同じく,少しでも反応すれば不嬢の場合と

は,はっきり差のある大きな爆発波形20 Fig.

10 08calogtamsforletryl

(;TaexeFs:sp.e,e,di/S
5eTtT.S:C/aec)(a) Halfexplosion,良llheight

30cm(b) Pez･Eecte叩]osion,Edl

height30cmが生じている｡104

の場合は就料の錫掛こ2ヶ所小さな穴を生じてその部分のみが反応したの



上りま･T.̂軌 まU-tKされ.(刑′,'ラフイ/波形の初期)

次いで1耶相似 に々柿ItW'JIl扱idで漸玖的にEF･将を受汁

る｡このときの叔大庄))はtMfLの刈灘に比例 して変

り,話柄 25｡m では各鞘絹で 5cc免fE帆経の位であ

ら.又Di雑の相抑主都tJiXって紫呼の増すにつれて増
加している.i(超を入れぬ粘前部怒のみの場合でも,

このEF-柑さと形が現われていて,沌箔界幣の蚊用により

据開度が凡くILり 斬nn柵による内'iL空気の】且皮上
井を-日払にしているように心bJtる｡tqr執圧措くこより

現世矢作のむ凍Fま初期iu安 T.●Kから r=代 に上界

しこれT,の押目二は次の関係が成立つ

'I;=r,(/'JP.)1'-I)′'

ここlこl'..は斌fi:のiJJ期は力.ril王政柊圧力であり.

rはtt:も比である.この式と用い初期狙匡 二OtCの空

先のiu度文化を空気に対すろ比無比 TのiAZP'1:IEを

rcml汁rnll一relRrmtlOnOEal一

LTlIL1.1日).lL20-C.olte.ltm b)

nLl一at}lt■CCOZTtpreSS10n

これLr見るとう(氾丸正包皮でiin包さIt,A:重文は

伝等】C他1=J:るW 突かないものとすれば ‡200cc的

筏のiBnLに速ナる.一方 【kWtE印 等の研究に上れば

数社の畑策の析軌圧持された3'L̂内での宅棒iL座は

400'Cから690Cの問LこあJ).年別こPE1 N では

460〇一!00Cとなっている▼).一力 F】Jl 8b の最大

比栂圧力 J'-は約750光正.このときの空気iW はn

夫がTい･ものとして釣 l,490'Cである｡又 8亡.8J

では旺力にしてl一】75OL̂Ll,650気圧.理.qI的到適温

齢 こして 1.490'C. i.叫0亡Cの所ではじめて畑発波形

が始まっている.勿虫これらは lk､＼dczl辞のい･T)玉と

伏塩はluFQlではなく,又1̂(軒の到達.R産も.熱がuEP
の煤難やSIは訓 こ敬収される払.理絵也J:リもすっと

低くなっているものと思われろ｡

何れにしてt,.飲料をtTP.すると.内包された空免

li新穀的にLf_綿されて十分IL荊iul二通し.∫..J雌の庇に

蔽化していると.uIわれる頒非が納所となってこの災氾

内に飛散し叫.このIJl杯で沖火するものと袴x.られる.

打撃の始ま')からや火迄の遅れの婚mlこついては.

PG抜比較しうる'̂'洪条件の下で糾[)Lt.た湘怒班はlxい

が BoⅥtlclHln(lGurlorL‖〉は耕球の,右下折やlこよろ
起横の矧III適itを頒児光のドラムカメラに上る紀蜂に

ょりitn定し.)'lこ1N に射して 満仲 こよl)射 ヒす

るが.60JLSee-Li5I･SeCの也と糾てい る｡又 til血･,i

等1!)の'At汝でも同粗度のtBが稚/Bされてい る.llpe-

nogradl''.王江村帥 7'に… 稚tiもめ.針を通じて

轟懲(/Lをパルス地租して扶料と加粁する方式により･

各軸 兆の竜赫iu皮並びに濫煉運Ltを渦定した,鑑糠

の遅れは市乱にTzる性妃かくlr)ているが おく九時

間のJI糞と決料の絶対iR虎の連投との叩にはか ､屯田

に亘って甜 関係が成立っていることと示しf:.也の

㍗EI Pu =対するこの間綿と示Lた曲辞を用い我々

の 8b 8C.8J,8l.の時rln連れ 'Z-.に対する温度を

推定すると.400TC-450'粗腔となる.Wenogmlの

実験と我々の火旅とでは,飲料の加熱のjJL式'f'tつてIu

度の時rn的賛化がi生うが.以上 に上って推超される

400- L'50'C印度の起煉Eu劇 よ錠当11もの と他 われ
る｡即ち.lt際は伝称)C他E=上る取捌犬によJ)朱7817止
皮は長t大LLl力から朝出文体の断燃uL柏の仮だ女川いて

/終られた1400rC以上のiu腔には刑過していないもの
と習われる｡

ビクリン故では.ンこ付すると頓狂拍動波形に l一散

mj,eCのB判'Jは へだてた2つの山が呪われる｡節 !

弟2の山のrHlの時rul々 節は.邦2回nの妹舞のときに

は講槌は既に攻llRt庶反決してしる帯であ9,メ/ログ

ラム上での2払∈別†関のF帥は り鉄分klかいものとIilわ

れるが はぽこの時間に-故するものと考えてよかT}

う｡即ちと'クリ/7汝では完甥のときl二は爆発は机絶2
回J=]一致mJeCをへだてて成り.帝2回日の丘姓が

うまくいかないと半旗現象がおころJ:うに.gわれる

諮組がLjL鎖ナると,圧力は減じ.断熱世親のあ内包さ

れた空丸ELi約mナろ｡もしもや火しても漁連が逝く.

分解供も小さけltは.この冷却JWllにiE入る蓬に.rx

AJは sclfsuslaL'LlnA:たものとfLり州で 戎孤が生･Tl

るものとLeえられる｡ピタリ/健の塀/E,･はこのよう/エ

頬向が敷く,その節2のは発は上gLi'の熊情と別な鮒 l

例えば,百己勤噸脈などによる hot叩()Lの発｣三に上,A
ものと,V,A.られよフ.ビタリン椴の■lL畑試料の攻郡は

舗桂と支1.Yc･叩 とのrul取に沈入V,l化していることが.

多く.洗救瀬轍による脊火の･'(他作を示している.
これらオンT,グラムの371耽)JltJ)即ち圧力佃のiii佃
は.頒邦 書のそれは,不対坤のそれにItLでqT追いに



大きく,これによJ)燥否の判定は容易に行いうる｡拭

料の浦箔外包に小さな犬があいた程度でも軌跡ま不爆

波形の款倍にもなり,ただこの大損樹の継親時朋が塩

かい文である｡この群舞は又ピクリン酸の半爆現象発

生の原田についての考え方を支持するものである｡

5. 結 び

落槌の帯下時間を測定し.落下速度が諮槌感度銑晩

機の測定のバラツキの大きな要因とはならぬことを示

した｡

ピエゾ罷免束子を請槌頭取 こつけて打撃時の圧力の

時間的変化を監鼓し.不活性洗軒,歎朝の爆薬につい

て'これら詑銀を解析し,打撃の経過時間.叔高圧力

等の緒定款を求めた｡尚肺坤な仮定を用いて打撃によ

り飲料に加えられた仕亦II'を計辞し,汚槌の位世エ
ネルギーEに対ナる百分率を求め老示した｡

又 P.E.T.N.については,打撃の粥始から起爆迄

の時間遡れを求め,これを文献位と比牧考科した｡ピ

クリン酸では完煤の場合,頼発が2回に分れて起って

いることを示した｡尚本来験に用いた方法は燦否の判

定法として用いうる｡

叔投に本研究中終始.御指導放いた本妖艶所の水島

容二郎氏に厚く感謝する｡

文 献

1)JISK4810火薬新任穂拭教法

2)大久保 :昭和31年4月工茶火薬協会流況

広田;昭和33年4月 J,

広田:大久保 :昭和37年4月 〝

3)柳沢捌:エ業火苑協金地21,249京

山本,柳沢,鬼塚 :昭和35年工票火炎協会辞蔽

4)柳沢WJ:工菜火藁協会払21,117京

5)BullelinoEtheGeogmphicalSurveylnstittlte.

GmvitySurv甲inJapan())

6)川上正光苛 ｢馬子回路荊5番｣105疋 共立出版社

7)坪井思ニ :振動飴 451只 河出沓51

8)I.I.Ghss,W.MartinandG.N.PattersoTI:

`̀AtheoreticalandExperimentalStudyofthe

ShockTuk''UTIAReportNo.21nstittlte

' oEAerophysics,UniversityofToronto,novc>
mber,1953

9)F.P.BowdenandA.D.Youe:HInitiation

andGrodhofExplosioTlinliquidsandSol-

ids"CAmbz･idge,attheUniversityPress,)952

)0)C.H.Jolm nsonArLdOthers:Proc.Roy.

Soc.LDndonA244,J60(1958)

ll)F.P.Bowdenand0.A.Gurton:Proc.Roy.

Soc.LondonA198,337(1949)

12)E.K.RidealandA.I.B･Robertson:3rd

Symposium onCombustionandExplosion

Phenomena,p.536M8dison,U.S.A.;Wiト
liamsAndWilkiJlS.

)3)I.WerLOgrad;Trams.Farada)･Soc.57.1612

(1961)

InitiAtionoEE叩108ionbyDzlOpElAmttLerh chille

byM.KusaknbeandN.Ishikawa

Experimentalworkisperformedusingour

drophammermachinewhichisadoptedasA

astandardapparatusfortestingtheimpact

sensitivityofexplosives.

Sampleispreparedinduesizebyenveloping

suitablequantityoEtestmaterial(60mg,90

mg,120mg)withtwocircularsheetsoEtin

foil.ThesampleisplacedonasteelanvilaJld

coveredwithacylindricalsteelstriker(cross･

section;1,297cm2).A 5kg drop hammer

fallsontheassemblyfrom aknownheight.

Dropdurationsofthehammerforvarious

fallheightsaremeasuredbyalOMcelectronic

22

counter. Theresults(Table1)show that

thefallspeedoLthehammerisreproducible

zLndisnottobeamainsourceoEAuctuation

oEthesinsitivityvalues.

Anewteclmiqueforrecordingthepressure

variationduringtheshortintervalofhitting

isdeveloped. PieZO.electricelementisAtted

五rmlytothetopofthedrophammerandits

out-putis8mpli丘edandfedintotheY･8Ⅹis

oLanoscilloscopeadjustedinsinglesweep

maJlner(Photo.).Theover･allweightofthe

haJnmerequippedwiththeelementisadjusted

to5kg.

(828) エ薬火花協会珪



Oscillographicrecordsforvariousdummy

samples(Fig.5)show thewavefom is

characteristictoeachsamplematerial and

generallyhasapeakwhichcorrespondsto

themaximumpressureduringthecompression

oLthes-plc(Fig･6)･Thetimei咋Ⅳal
fromtheonsetofthewavetothepeak(En)

isincreasedwiththesampleamount(Table.

3).Fromthepeakwecanderivethemaxlmun

pressureP,A(Table3).Theworkdoneto

thesampleduringthiscompressionprocess

(W■)isalsoestimatedassuming asimple

model(Table3).

Inductionperiodstoinitiationareknown

from recordsforfiredP.E.T.N.samples

(Fig.8),fromthosetheinitiationtemperatu･

resareestimatedtobebetweenca.4001450

℃.Initiation pressuresarealsoobtained

fromtherecords.Thesedataarecompared

with thedataoEthepreviouspublications.

Waveformsforperfectlyexplodedsamples

ofpicricacid(Fig.9)aregenerallyseparated

intotwovibrations(which correspondto

twosuccessiveexplosions).Partlyexploded

samplehas,however,asingleviolentoscillat-

ioninitsoscillogram.Thispeculiarfeature

isdiscussedinrelationtothemechanism of

initiationofexplosion,

Oacillationsofmisfiredsamplesaremuch

lessintheiramplitudescomparedtothoseoE

thefiredones.ThisfactisusefulaSaCriterion

ofexplosion.

危 険 物 質 の鉄 管 試 験 法 (Ⅰ)

大久保正八郎 ･飯 田 稔♯

I.緒 輪

従来行なわれてきた火薬類の安全性に関する釈放

は,各節安定度銑鉄 (自然分解に関するもの),発火

点就故等掛こ対する感度),落槌拭験,摩擦就験等 (横

城的衝韓に対する感度)等あるが,このうち安定度試

験は主として硝蔵エステル類に必要なもので今この自

然分解による災害を一応除外して考えれば,一般的に

は災啓と関連性のあるのは熱感度と機械的衝撃感度で

ある｡すなわち,何かの原因で帝火し,燃え広がり,

火災となり,又はその熱の事跡こよりついには爆轟と

なる,という場合と,何らかの原因により危険物の上

に盃いものが落ちてきて発火,爆轟するとか,混合中

に異物が入り摩擦により発火,燥轟する,というよう

なのが事故の大部分である｡このようなことは火薬類

と定鎖されたものでなくとも,例えば過酸化物とか,

低ニト｡化合物 (多くは熟料中間体)とか.或はその

他の一般化学薬品,肥料,良薬守についても起りうる

場合が多い｡

唱和38年12月10E)免毘
●史某工釆臥扱所好7蒔 爺煮麻平松市

Vo1.2tNo.iIM

ここでもうー度事故の過程について解析的に考えて

みよう｡先づ不草にして危険物の一部に筋火又は小爆

発が起ったとする｡この時消火してしまうか爆発がそ

の部分で止ってしまえば故事は少なくて済むわけであ

る｡すなわち火や爆発が伝って発展するから大事故に

なるのである｡ここで単なる伝火については省蒔し,

爆発の場合のみについて考えてみる｡前述の如く先づ

一郎で爆発が起る｡この爆発はその危険物の一部で

起る場合もあるし,他の物質である場合もある｡そこ

で一応他の物質が先づ小爆発を起したとする｡(1)こ

れに近接している物質がその爆壷を受けて誘爆する

か,しないか,が先づ間壇になる｡これにはその点初

の爆発の敢さが関係するが,後述の如く我々が試験を

する場合にはRDX敢 gを6号電気雷管で起爆する｡

これは火薬を利用する場合の起爆力としてはそう致い

方でもなく,これだけでは完燥出来ぬようなこともあ

るが一応弱くとも何とか起爆出来る盤であり,災香と

しての起爆力としては割合強い方ともいえる｡すなわ

ち,火薬工賂以外の所での,又は火薬そのものから起

きたものでない災書は大体初めからそう完全な,この

(829) 23




